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草
の
根
の
熱
意

�
し
か
し
、
す
で
に
地
元
の
教
育
会

か
ら
発
し
、
一
般
に
も
広
ま
っ
て
い

た
美
術
館
建
設
の
大
き
な
う
ね
り
が
、

衰
え
を
見
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

�
昭
和
３２
年（
１
９
５
７
年
）、
「
財
団

法
人
碌
山
美
術
館
設
立
委
員
会
」
が
発

足
。
官
民
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
計

画
さ
れ
た
。

�
こ
の
計
画
で
は
、
行
政
だ
け
、
資

産
家
だ
け
で
な
く
、
県
内
外
の
多
く

の
民
か
ら
協
力
を
募
り
、
民
間
の
財

団
法
人
に
よ
る
美
術
館
を
設
立
す
る

と
い
う
も
の
で
、
史
上
類
を
見
な
い

美
術
館
設
立
計
画
だ
っ
た
。

�
資
金
の
目
標
額
は
７
０
０
万
円
。

そ
の
内
訳
は
、
東
京
方
面
の
支
援
者

な
ど
で
３
５
０
万
円
、
教
育
関
係
で

１
８
０
万
円
、
町
で
１
０
０
万
円
、

篤
志
寄
付
で
７０
万
円
と
し
た
。

�
ま
ず
委
員
長
と
な
っ
た
平
林
は
、
県

庁
に
出
向
き
、
林
虎
雄
知
事
、
糸
魚
川

祐
三
郎
教
育
委
員
長
を
訪
問
、
さ
ら
に

長
野
市
に
あ
る
大
手
新
聞
社
を
訪
れ
て

協
力
を
要
請
し
た
。
そ
し
て
、
東
京
方

面
に
は
笹
村
草
家
人
ら
が
加
わ
り
、
東

京
国
立
博
物
館
、
東
京
国
立
近
代
美
術

館
、
東
京
藝
術
大
学
な
ど
に
協
力
の
要

請
を
し
た
。
財
界
か
ら
は
大
口
寄
付
の

内
諾
も
あ
り
、
東
京
を
中
心
に
県
外
、

海
外
か
ら
多
く
の
志
が
寄
せ
ら
れ
た
。

�
教
育
会
で
は
、
役
員
た
ち
が
県
内
の

教
育
会
、
校
長
会
に
出
向
き
、
協
力
を

依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
南
安
、
東
筑

を
は
じ
め
、
全
県
の
小
・
中
・
高
・
大

学
の
児
童
・
生
徒
・
学
生
ま
で
も
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
に
応
じ
て
取
り
組
み
に

参
加
し
た
。

�
地
元
で
は
、
区
長
を
中
心
に
耕
地
総

代
、
公
民
館
長
が
大
規
模
な
募
金
活
動

を
展
開
し
た
。

�そ
し
て
、
産
声
を
あ
げ
た

�
一
方
、
設
立
委
員
会
は
、
の
ち
に
長

崎
の
「
日
本
二
十
六
聖
人
記
念
館
」
や

皇
居
内
の「
桃
華
楽
堂（
楽
部
音
楽
堂
）」

を
設
計
し
た
早
稲
田
大
学
教
授
・
今

井
兼
次
に
設
計
を
依
頼
。
建
設
地
は
、

碌
山
生
家
な
ど
４
カ
所
で
検
討
さ
れ

た
が
、
子
ど
も
や
若
者
た
ち
に「
本
物
」

に
触
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
委
員
た
ち

の
願
い
か
ら
、
町
が
穂
高
中
学
校
の

敷
地
を
無
償
提
供
し
、
建
設
地
が
決

ま
っ
た
。

�
し
か
し
、
設
計
は
出
来
上
が
っ
た

も
の
の
、
建
設
資
金
は
そ
の
時
点
で

２０
万
円
ほ
ど
に
し
か
達
し
て
お
ら
ず
、

施
工
の
成
り
行
き
が
危
ぶ
ま
れ
た
。

�
平
林
委
員
長
は
上
京
し
、
笹
村
と

と
も
に
、
の
ち
に
館
の
顧
問
と
な
る

民
俗
学
者
の
渋
沢
敬
三
を
訪
れ
た
。

　
渋
沢
は
大
手
建
設
会
社
を
推
し
、
美

術
館
建
設
の
熱
意
に
打
た
れ
た
同
社
は
、

「
い
か
な
る
犠
牲
を
払
っ
て
も
協
力
す

る
」と
快
諾
し
た
。

�
昭
和
３２
年
７
月
、
つ
い
に
建
設
工
事

が
始
ま
っ
た
。
低
額
な
請
負
金
額
で
行

わ
れ
た
工
事
は
、
資
金
難
か
ら
動
力
が

引
け
ず
、
ト
ラ
ッ
ク
で
ワ
イ
ヤ
を
引
い

て
、
猫
車
を
持
ち
上
げ
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
打
っ
て
い
た
。
難
航
す
る
工
事
に
、

地
元
の
中
学
生
た
ち
は
一
列
に
な
っ
て
、

瓦
を
手
渡
し
で
屋
根
に
運
ぶ
な
ど
、
自

分
た
ち
が
で
き
る
作
業
に
加
わ
り
奉
任

し
た
。
工
事
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
、
１０

月
末
に
は
ほ
ぼ
完
成
し
た
。

�
懸
案
だ
っ
た
資
金
に
つ
い
て
は
、
本

来
制
限
の
あ
っ
た
補
助
金
交
付
に
格

別
の
配
慮
が
あ
り
、
県
か
ら
７０
万
円
、

町
か
ら
４０
万
円
が
拠
出
さ
れ
た
。
こ

れ
に
全
国
、
海
外
か
ら
集
ま
っ
た
２９

万
９
、１
０
０
余
人
の
寄
付
金
を
合
わ

せ
る
と
総
額
は
、
８
３
７
万
円
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
碌
山
の
生
家
を
守
っ
て

い
た
荻
原
由
衛
か
ら
は
、
碌
山
の
作
品

と
資
料
を
す
べ
て
無
償
で
寄
付
さ
れ
た
。

�
碌
山
を
慕
う
多
く
の
人
々
の
純
粋
な

心
と
情
熱
が
、
そ
こ
に
結
実
し
て
い
た
。

聖
地
・
安
曇
野

�
「
も
し
、
芸
術
の
聖
地
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
私
は
本
日
こ
こ
に
こ
の
言
葉
を

惜
し
み
な
く
さ
さ
げ
た
い
気
持
ち
で
一

杯
で
あ
り
ま
す
」。

　
昭
和
３３
年（
１
９
５
８
年
）４
月
、
開

館
落
成
式
で
、
発
起
人
代
表
の
浅
野

長
武
・
東
京
国
立
博
物
館
長
は
そ
う

賛
辞
し
た
。

�
安
曇
野
に
産
声
を
上
げ
た
小
さ
な
美

術
館
は
、
日
本
で
も
ま
れ
な
存
在
だ
っ

た
。
実
際
に
、
個
人
の
名
を
冠
す
る
美

術
館
は
当
時
の
日
本
に
は
な
く
、
パ
リ

の
ロ
ダ
ン
美
術
館
、
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス

山
麓
の
セ
ガ
ン
チ
ー
ニ
美
術
館
に
並
ぶ
と

い
わ
れ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
遺
族
、
郷

土
、
町
、
県
、
教
育
関
係
者
が
一
致
し
た

努
力
で
、
一
途
に
燃
え
、
純
粋
に
伝
え
得

た
こ
と
は
類
を
見
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

�
現
在
、
碌
山
美
術
館
は
、
独
力
で
財

政
基
盤
を
培
い
な
が
ら
も
、
わ
ず
か
な

ゆ
と
り
が
生
ま
れ
れ
ば
、
施
設
の
改
善
、

各
種
講
座
、
企
画
展
の
開
催
な
ど
、
来

訪
者
の
た
め
に
還
元
し
て
い
る
。

�
開
館
３５
年
の
折
に
出
版
さ
れ
た
記
念

誌
に
は
、
降
旗
正
幸
・
編
集
委
員
長
が
、

最
後
に
こ
う
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

�
「
碌
山
美
術
館
が
願
っ
て
き
た
こ
と

は
、
財
政
的
豊
か
さ
で
は
な
い
。
『
こ

の
館
は
二
十
九
万
九
千
百
余
人
の
力
で

生
れ
た
り
き
』
は
本
館
入
口
の
レ
リ
ー

フ
の
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
宿
る
心

こ
そ
、
碌
山
美
術
館
の
定
礎
で
あ
り
、

目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
」。
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う
か
が
く
ど
う

け
ん
じ

よ
し
え

な
が
た
け


